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第 3 章では，ヒドロペルオキシドを用いるアミンの酸化反応について述べた。ルテニウム触媒 ヒド
ロペルオキシドによる酸化系が，第 2 アミンからイミンを，また第 3 アミンから窒素の α 位にROO­
基の導入された化合物を与える新形式の反応を起こすことを見いだした。さらに，第 3 アミンの反応で
得られる生成物を加水分解することにより，第 3 アミン選択的脱メチル化が行えることを明らかにした。


















らカルボニル化合物，シアノヒドリンからアシルシアニド，第 2 アミンからイミン，第 3 アミンから窒
素の α位にアルキルジオキシ基の導入されたアミンをそれぞれ効率良く選択的に合成する触媒反応を見
いだした。
次いで，低原子価ルテニウム錯体がニトリルの活性化に有効であり，ニトリルの水和や，ニトリルと
アミンからアミドとアンモニアを生成する触媒反応を見いだした。この方法をジニトリルとジアミンの
反応に適用すると有用なポリアミドを容易に合成することができるO
以上の結果は，低原子価ルテニウム錯体が優れた触媒機能を有することに着目して，新しい型の均一
系触媒反応を開発し，その実用性を実証したものであり，有機合成および化学工業に貢献するところが
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極めて大きく，学位論文として価値あるものと認める。
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